
どう残す？ どう使う？

公共施設 をマネジメント しています
　市は、平成28（2016）年２月に「柏崎市公共施設等総合管理計画」を策定し、公共施設の計画的なマネジメ
ント（経営・維持管理）に取り組んでいます。　　　　　　　　　　　問財政管理課　☎21・2328　℻22・5903

マネジメントの進め方―４つの基本方針

マネジメントの進捗状況
しんちょく

■次期財政計画を策定しました
 「柏崎市第五次総合計画」の後期基本
計画に合わせ、次期財政計画を策定し
ました。歳出のうち、公共施設の整備
更新などに使えるお金は「投資的経
費」に当たりますが、次期財政計画で
は、未利用となっている公共施設43,070
平方メートルの解体費を計画していま
す。これは平成28（2016）年からの40
年間で削減を目標している面積の約
49％に当たります。

■改修・建て替えの財源不足
 今後、人口減少などによる財政規模
の減少から、公共施設の改修・建て替
え、解体の費用が不足することが予想
されます。将来にわたり公共施設の適
正な管理を行うことを目的とした基金
を設置します。

公共施設等
総合管理計画

詳細は
市HPで

壊れたら直す 壊れる前に
計画的に直す

施設 A

施設 B

施設 C
複合化した
施設 A

定期的な点検・診断結果に
基づき計画的に維持管理

こ れ か ら

こ れ か ら

損傷が著しくなったら直す
い ま ま で

公共施設の総延床面積
平成27（2015）年

438,973㎡
令和37（2055）年

約351,178㎡
2約 割減

①廃止や複合化（多機能化）を行い、公共施設の
総量を40年間で約２割削減

③施設の複合化により機能・サービスを維持

②壊れたら直す「事後保全」から、計画的な修繕・
改修「予防保全」による長寿命化の体制整備へ

④インフラ資産（道路、橋、上下水道など）も計画
的な保守と整備へ

い ま ま で

■モデル地区の先行取り組み
 西山地区で、地区内の公共施
設の数量や運営コスト、サー
ビス内容、利用率などを考慮
した結果、西山町事務所周辺
の公共施設機能の見直しと再
配置を進めています。

中川、別山、石地、大田の４
カ所のコミセンを統合し、4月
1日に、西山町いきいき館に新た
に「西山コミセン」が発足しま
す。
 西山町いきいき館には、西山
ふれあいクリニック、西山商
工会が集約し、複合施設とし
て生まれ変わります。
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国民健康保険の届け出はお早めに！
─職場の健康保険に入るとき、やめるとき

問国保医療課　☎21・2210　℻24・7714
健康保険が変わるときは、早めに手続きをしましょう。手続きは、市役所１階国保医療課、西山町事務所へ。

職場の健康保険に入ったら、国保の保険証は使えません！
●職場の健康保険に入った日からは、職場の保険証が手元に届かなくても国保の保険証は使えません
●誤って使ったときは、市が負担した医療費を返還していただく必要があります
●職場の保険証が届いていないときは、医療機関の窓口で保険証が変わったことをお伝えください
●国保をやめる手続きをしないと国民健康保険税がかかり続けます。早めの手続きをお願いします

■就職などで職場の健康保険に入るとき
　国民健康保険（以下、国保）をやめる手続
きをしてください。

■職場の健康保険をやめるとき
　次の①～④のいずれかの手続きをしてくだ
さい。
①国保に入る
②新しい職場の健康保険に入る
③退職した職場の健康保険を任意継続する
（最長２年間）
④家族が入っている健康保険の扶養になる

■パート・アルバイトの方
　次の①・②のいずれかに該当する方は、職場の
健康保険に入ることになります。詳細は、勤務先
にご確認ください。
①勤務時間・日数が正社員の4分の3以上の方
②次の全てに当てはまる方
　●従業員数501人以上の事業所に雇用されている
　●１週間の所定労働時間が20時間以上
　●雇用期間が１年以上見込まれる
　●月額賃金８万８千円以上
　●学生でない
※②の要件のうち、１つでも該当しなくなったと
きは、職場の健康保険をやめることになります。

▼国民健康保険（国保）の届け出に必要な物
対象 必要なもの

国
保
を
や
め
る

国
保
に
入
る

●正社員として就職した方
●パート・アルバイトで、勤務時間・日数
が正社員の４分の３以上になった方

●家族が加入する健康保険の扶養になった方

●パート・アルバイトで、勤務時間・日数
が正社員の４分の３未満になった方

●家族が加入する健康保険の扶養を外れる方

●退職した方

●職場の健康保険の任意継続を
やめる方

●資格喪失連絡票
　または離職票

●預貯金通帳
●通帳印
※口座振替を希望

する方のみ。

●資格喪失連絡票

●任意継続資格
　喪失連絡票

●国民健康保険の保険証
●職場の健康保険の保険証
（または資格取得連絡票）

①手続きをする方の本人確
認ができるもの
（運転免許証・パスポート
など）
②マイナンバーが確認でき
るもの
③委任状
（別世帯の方が手続きをす
るときのみ）
④県単医療受給者証
（持っている方のみ）

どう残す？ どう使う？

公共施設 をマネジメント しています
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マネジメントの進め方―４つの基本方針

マネジメントの進捗状況
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■次期財政計画を策定しました
 「柏崎市第五次総合計画」の後期基本
計画に合わせ、次期財政計画を策定し
ました。歳出のうち、公共施設の整備
更新などに使えるお金は「投資的経
費」に当たりますが、次期財政計画で
は、未利用となっている公共施設43,070
平方メートルの解体費を計画していま
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年間で削減を目標している面積の約
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されます。将来にわたり公共施設の適
正な管理を行うことを目的とした基金
を設置します。

公共施設等
総合管理計画

詳細は
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壊れたら直す 壊れる前に
計画的に直す
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施設 B
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複合化した
施設 A

定期的な点検・診断結果に
基づき計画的に維持管理
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損傷が著しくなったら直す
い ま ま で

公共施設の総延床面積
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①廃止や複合化（多機能化）を行い、公共施設の
総量を40年間で約２割削減

③施設の複合化により機能・サービスを維持

②壊れたら直す「事後保全」から、計画的な修繕・
改修「予防保全」による長寿命化の体制整備へ

④インフラ資産（道路、橋、上下水道など）も計画
的な保守と整備へ

い ま ま で

■モデル地区の先行取り組み
 西山地区で、地区内の公共施
設の数量や運営コスト、サー
ビス内容、利用率などを考慮
した結果、西山町事務所周辺
の公共施設機能の見直しと再
配置を進めています。

中川、別山、石地、大田の４
カ所のコミセンを統合し、4月
1日に、西山町いきいき館に新た
に「西山コミセン」が発足しま
す。
 西山町いきいき館には、西山
ふれあいクリニック、西山商
工会が集約し、複合施設とし
て生まれ変わります。
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Ｂ
の
解
説

国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

の
調
査
に
よ
る
と
、
社
会
参
加
す
る
方
が
多

い
地
域
は
、
フ
レ
イ
ル
に
な
る
方
が
少
な
い

と
い
う
結
果
が
で
ま
し
た
。
健
康
づ
く
り
に

は
、
運
動
や
栄
養
に
加
え
、
社
会
参
加
す
る
こ

と
が
効
果
的
だ
と
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
６
０
０
人
の
増

（
参
考
）令
和
３
年
度
新
潟
県
介
護

人
材
確
保
対
策
会
議
資
料

元
気
の
秘
訣
は

　
人
と
の
つ
な
が
り

幸
せ
に
年
を
重
ね
ら
れ
る

自
分
づ
く
り

ひ
け
つ

②互助
暮らしの「ちょっと
した困りごと」は地
域で助け合う

こ
の
数
字
が
意
味
す
る
も
の
は…

こ
の
数
字
が
意
味
す
る
も
の
は…

突
然
で
す
が

②互助

①自助
自分のことは自分
でできる健康や体
力を保つ

　
次
の
○
○
○
○
に
共
通
す
る

言
葉
は
①
～
③
の
ど
れ
？

Ａ
健
康
と
要
介
護
の
中
間
の
状

態
を
○
○
○
○
と
言
う

Ｂ
社
会
参
加
が
多
い
地
域
に
住

む
人
ほ
ど
○
○
○
○
に
な
り

に
く
い

①
ア
ク
リ
ル

　
②
フ
レ
イ
ル

　
③
ク
ロ
︱
ル

三
択
ク
イ
ズ

３
万
７
７
８
５
人

団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
る
令
和
７
（
２

０
２
５
）
年
、
県
内
で
介
護
が
必
要
と
さ
れ

る
推
計
人
数
。

全
て
の
方
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

た
め
に
必
要
な
介
護
人
材
の
人
数
。

働
き
盛
り
世
代
の
人
数
が
減
る
中
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
に
大
切
な

こ
と
は
次
の
２
つ
。

輝
く
シ
ニ
ア
世
代
に

Ｓ
Ｃ
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

１
週
間
に
６
つ
の
地
区
で
、
ワ
ン
バ
ウ

ン
ド
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。

　元
気
の
秘
訣
は
？

ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
仲
間

と
会
話
を
し
て
、
一
緒
に
汗
を
流
す
こ

と
で
す
。
運
動
で
き
る
体
で
い
ら
れ
て

自
信
が
持
て
ま
す
。

運
動
で
つ
な
が
る

村山孝さん
（南条在住、67歳）

ＱＱ

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

オ
ー
ル
別
俣
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
の
一
員
と

し
て
、
地
区
高
齢
者
の
困
り
ご
と
の
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
除
草
や
買
い
物

の
付
き
添
い
な
ど
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　ど
ん
な
思
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
か
？

長
年
の
単
身
赴
任
か
ら
退
職
と
共
に
別

俣
に
戻
り
ま
し
た
。
愛
着
あ
る
地
域
に

恩
返
し
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　活
動
し
て
い
て
感
じ
る
こ
と
は
？

人
の
つ
な
が
り
、
地
域
と
し
て
の
輪
が

と
て
も
大
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
別

俣
地
区
は
少
人
数
な
の
で
、
住
ん
で
い

る
人
だ
け
で
の
支
え
合
い
は
限
界
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
区
外
に
い
る

同
郷
の
人
と
も
関
係
を
維
持
し
て
、
こ

の
里
を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

池嶋聖也さん
（別俣地区「べつまたサポート
事業」（有償ボランティア）
リーダー、62歳）　　　　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
つ
な
が
る

ＱＱＱ

指の体操

な
ご
み

体操中、足がピーンと
あがります！

「和」の利用者の皆さん。
平均年齢はなんと、90歳　

各
地
区
の
集
会
場
な
ど
で
茶
話
会
、
コ

ツ
コ
ツ
貯
筋
体
操
な
ど
の
運
動
、
趣
味
活

動
、
地
域
交
流
な
ど
を
行
う
「
く
ら
し
の

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
。

高
柳
地
区
く
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
「
和
」
を
利
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
に

元
気
の
秘
訣
を
伺
い
ま
し
た
。

介
護
予
防
で
つ
な
が
る

昔話が大好き。元気のモト
は、みんなで顔を合わせて
おしゃべりすること

ここに来る
のが楽しみ
だし、励み
になる

社
会
参
加
っ
て
ど
ん
な

こ
と
を
し
て
い
る
の
？

元
気
の
秘
訣
は
？

地域で話し合いを重ねて、人が

つながっていくことで自助に

も、互助の取り組みにもなると

実感しています。

SCの皆さん

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
以
下
Ｓ
Ｃ
）
が
互
助
を
サ
ポ
ー
ト

地
域
の
支
え
合
い
を
推
進
す
る
た
め
、

Ｓ
Ｃ
が
地
区
・
町
内
の
話
し
合
い
を
進
め
る

手
伝
い
や
活
動
に
取
り
組
む
方
々
へ
情
報
提

供
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

く
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
、
コ
ツ
コ
ツ
貯
筋
体
操
な

ど
の
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り

の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

町
内
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
支
援

や
、
矢
田
に
伝
わ
る
「
わ
ら
に
お
」
作

り
の
手
伝
い
な
ど
で
す
。
家
庭
の
仕
事

も
あ
る
の
で
、
時
間
を
み
つ
け
て
、
や

れ
る
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
思
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
か
？

定
年
後
、
草
取
り
、
花
植
え
、
コ
ミ
セ

ン
の
お
弁
当
配
達
な
ど
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
事
を
経
験
さ
せ
て

も
ら
っ
て
楽
し
い
し
、
張
り
合
い
に

な
っ
て
い
ま
す
。

山岸君江さん
（矢田集落支え合い
ボランティアメン
バー、72歳）　　
　　

問
介
護
高
齢
課

　
☎
43
・
９
１
２
５

℻
21
・
４
７
０
０

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
つ
な
が
る

ＱＱ

「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
集
」
と
「
地
域
資
源
マ
ッ

プ
」
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

人
と
つ
な
が
る
き
っ
か
け
は

さ
ま
ざ
ま

地
域
に
は
、
介
護
予
防
の
通
い
の
場
で

あ
る
コ
ツ
コ
ツ
貯
筋
体
操
会
場
、
ゆ
っ
た
り

し
た
交
流
の
場
で
あ
る
く
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
地
区
を
問
わ
ず
利

用
で
き
る
「
く
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

え
き
ま
え
（
駅
前
通
り
）
」
、
「
コ
ツ
コ
ツ

貯
筋
体
操
セ
ン
タ
ー
（
フ
ォ
ン
ジ
ェ
内
）
」

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
介
護
予
防
、

生
活
支
援
活
動
を
地
域
資
源
マ
ッ
プ
や
サ
ー

ビ
ス
集
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
新
た
に
人
と

つ
な
が
る
き
っ
か
け
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

共
通
点
は「
人
と
つ
な
が
る
こ
と
」

皆
さ
ん
の
環
境
や
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
は
違
い
ま
す
が
、
個
人
の
付
き
合
い
を
超

え
て
「
社
会
参
加
」
を
し
て
い
る
こ
と
は
共

通
し
て
い
ま
す
。
将
来
を
見
据
え
て
「
人
と

つ
な
が
る
こ
と
」
を
大
切
に
、
イ
キ
イ
キ
と

過
ご
し
た
い
で
す
ね
。

答えは11P

地域で話し合いを重ねて、人が

つながっていくことで自助に

も、互助の取り組みにもなると

実感しています。

SCの皆さん

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
以
下
Ｓ
Ｃ
）
が
互
助
を
サ
ポ
ー
ト

地
域
の
支
え
合
い
を
推
進
す
る
た
め
、

Ｓ
Ｃ
が
地
区
・
町
内
の
話
し
合
い
を
進
め
る

手
伝
い
や
活
動
に
取
り
組
む
方
々
へ
情
報
提

供
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

②
フ
レ
イ
ル
で
す
。

Ａ
の
解
説

フ
レ
イ
ル
と
は
「
加
齢
に
よ
っ

て
心
身
が
老
い
衰
え
、
社
会
と
の
つ
な
が
り

が
減
少
し
た
状
態
（
虚
弱
）
」
で
す
。
放
置

す
る
と
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
る
可
能
性

が
高
い
で
す
が
、
早
め
に
気
付
く
こ
と
で
予

防
や
改
善
も
で
き
ま
す
。
チ
ェ
ッ
ク
の
方
法

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
手
軽
な
指
標
の

一
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

ク
イ
ズ
の
答
え

６
カ
月
で
２
〜
３
kg
以
上
体
重
が
減
っ
た

握
力
が
男
性
26
kg
・
女
性
18
kg
以
下

こ
こ
２
週
間
わ
け
も
な
く
疲
れ
た
よ
う
な

気
が
す
る

通
常
歩
行
速
度
が
毎
秒
1.0
ｍ
未
満

軽
い
運
動
ま
た
は
定
期
的
な
運
動
を
し
て

い
な
い

３
つ
以
上
あ
て
は
ま
る
と
フ
レ
イ
ル

の
心
配
が
あ
り
ま
す
。

（
参
考
）
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

私
っ
て
フ
レ
イ
ル
？

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
表
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Ｂ
の
解
説

国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

の
調
査
に
よ
る
と
、
社
会
参
加
す
る
方
が
多

い
地
域
は
、
フ
レ
イ
ル
に
な
る
方
が
少
な
い

と
い
う
結
果
が
で
ま
し
た
。
健
康
づ
く
り
に

は
、
運
動
や
栄
養
に
加
え
、
社
会
参
加
す
る
こ

と
が
効
果
的
だ
と
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
６
０
０
人
の
増

（
参
考
）令
和
３
年
度
新
潟
県
介
護

人
材
確
保
対
策
会
議
資
料

元
気
の
秘
訣
は

　
人
と
の
つ
な
が
り

幸
せ
に
年
を
重
ね
ら
れ
る

自
分
づ
く
り

ひ
け
つ

②互助
暮らしの「ちょっと
した困りごと」は地
域で助け合う

こ
の
数
字
が
意
味
す
る
も
の
は…

こ
の
数
字
が
意
味
す
る
も
の
は…

突
然
で
す
が

①自助
自分のことは自分
でできる健康や体
力を保つ

　
次
の
○
○
○
○
に
共
通
す
る

言
葉
は
①
～
③
の
ど
れ
？

Ａ
健
康
と
要
介
護
の
中
間
の
状

態
を
○
○
○
○
と
言
う

Ｂ
社
会
参
加
が
多
い
地
域
に
住

む
人
ほ
ど
○
○
○
○
に
な
り

に
く
い

①
ア
ク
リ
ル

　
②
フ
レ
イ
ル

　
③
ク
ロ
︱
ル

三
択
ク
イ
ズ

３
万
７
７
８
５
人

団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
る
令
和
７
（
２

０
２
５
）
年
、
県
内
で
介
護
が
必
要
と
さ
れ

る
推
計
人
数
。

全
て
の
方
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

た
め
に
必
要
な
介
護
人
材
の
人
数
。

働
き
盛
り
世
代
の
人
数
が
減
る
中
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
に
大
切
な

こ
と
は
次
の
２
つ
。

輝
く
シ
ニ
ア
世
代
に

Ｓ
Ｃ
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

１
週
間
に
６
つ
の
地
区
で
、
ワ
ン
バ
ウ

ン
ド
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。

　元
気
の
秘
訣
は
？

ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
仲
間

と
会
話
を
し
て
、
一
緒
に
汗
を
流
す
こ

と
で
す
。
運
動
で
き
る
体
で
い
ら
れ
て

自
信
が
持
て
ま
す
。

運
動
で
つ
な
が
る

村山孝さん
（南条在住、67歳）

ＱＱ

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

オ
ー
ル
別
俣
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
の
一
員
と

し
て
、
地
区
高
齢
者
の
困
り
ご
と
の
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
除
草
や
買
い
物

の
付
き
添
い
な
ど
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　ど
ん
な
思
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
か
？

長
年
の
単
身
赴
任
か
ら
退
職
と
共
に
別

俣
に
戻
り
ま
し
た
。
愛
着
あ
る
地
域
に

恩
返
し
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　活
動
し
て
い
て
感
じ
る
こ
と
は
？

人
の
つ
な
が
り
、
地
域
と
し
て
の
輪
が

と
て
も
大
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
別

俣
地
区
は
少
人
数
な
の
で
、
住
ん
で
い

る
人
だ
け
で
の
支
え
合
い
は
限
界
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
区
外
に
い
る

同
郷
の
人
と
も
関
係
を
維
持
し
て
、
こ

の
里
を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

池嶋聖也さん
（別俣地区「べつまたサポート
事業」（有償ボランティア）
リーダー、62歳）　　　　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
つ
な
が
る

ＱＱＱ

指の体操

な
ご
み

体操中、足がピーンと
あがります！

「和」の利用者の皆さん。
平均年齢はなんと、90歳　

各
地
区
の
集
会
場
な
ど
で
茶
話
会
、
コ

ツ
コ
ツ
貯
筋
体
操
な
ど
の
運
動
、
趣
味
活

動
、
地
域
交
流
な
ど
を
行
う
「
く
ら
し
の

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
。

高
柳
地
区
く
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
「
和
」
を
利
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
に

元
気
の
秘
訣
を
伺
い
ま
し
た
。

介
護
予
防
で
つ
な
が
る

昔話が大好き。元気のモト
は、みんなで顔を合わせて
おしゃべりすること

ここに来る
のが楽しみ
だし、励み
になる

社
会
参
加
っ
て
ど
ん
な

こ
と
を
し
て
い
る
の
？

元
気
の
秘
訣
は
？

地域で話し合いを重ねて、人が

つながっていくことで自助に

も、互助の取り組みにもなると

実感しています。

SCの皆さん

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
以
下
Ｓ
Ｃ
）
が
互
助
を
サ
ポ
ー
ト

地
域
の
支
え
合
い
を
推
進
す
る
た
め
、

Ｓ
Ｃ
が
地
区
・
町
内
の
話
し
合
い
を
進
め
る

手
伝
い
や
活
動
に
取
り
組
む
方
々
へ
情
報
提

供
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

く
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
、
コ
ツ
コ
ツ
貯
筋
体
操
な

ど
の
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り

の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

町
内
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
支
援

や
、
矢
田
に
伝
わ
る
「
わ
ら
に
お
」
作

り
の
手
伝
い
な
ど
で
す
。
家
庭
の
仕
事

も
あ
る
の
で
、
時
間
を
み
つ
け
て
、
や

れ
る
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
思
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
か
？

定
年
後
、
草
取
り
、
花
植
え
、
コ
ミ
セ

ン
の
お
弁
当
配
達
な
ど
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
事
を
経
験
さ
せ
て

も
ら
っ
て
楽
し
い
し
、
張
り
合
い
に

な
っ
て
い
ま
す
。

山岸君江さん
（矢田集落支え合い
ボランティアメン
バー、72歳）　　
　　

問
介
護
高
齢
課

　
☎
43
・
９
１
２
５

℻
21
・
４
７
０
０

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
つ
な
が
る

ＱＱ

「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
集
」
と
「
地
域
資
源
マ
ッ

プ
」
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

人
と
つ
な
が
る
き
っ
か
け
は

さ
ま
ざ
ま

地
域
に
は
、
介
護
予
防
の
通
い
の
場
で

あ
る
コ
ツ
コ
ツ
貯
筋
体
操
会
場
、
ゆ
っ
た
り

し
た
交
流
の
場
で
あ
る
く
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
地
区
を
問
わ
ず
利

用
で
き
る
「
く
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

え
き
ま
え
（
駅
前
通
り
）
」
、
「
コ
ツ
コ
ツ

貯
筋
体
操
セ
ン
タ
ー
（
フ
ォ
ン
ジ
ェ
内
）
」

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
介
護
予
防
、

生
活
支
援
活
動
を
地
域
資
源
マ
ッ
プ
や
サ
ー

ビ
ス
集
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
新
た
に
人
と

つ
な
が
る
き
っ
か
け
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

共
通
点
は「
人
と
つ
な
が
る
こ
と
」

皆
さ
ん
の
環
境
や
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
は
違
い
ま
す
が
、
個
人
の
付
き
合
い
を
超

え
て
「
社
会
参
加
」
を
し
て
い
る
こ
と
は
共

通
し
て
い
ま
す
。
将
来
を
見
据
え
て
「
人
と

つ
な
が
る
こ
と
」
を
大
切
に
、
イ
キ
イ
キ
と

過
ご
し
た
い
で
す
ね
。

答えは11P

地域で話し合いを重ねて、人が

つながっていくことで自助に

も、互助の取り組みにもなると

実感しています。

SCの皆さん

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
以
下
Ｓ
Ｃ
）
が
互
助
を
サ
ポ
ー
ト

地
域
の
支
え
合
い
を
推
進
す
る
た
め
、

Ｓ
Ｃ
が
地
区
・
町
内
の
話
し
合
い
を
進
め
る

手
伝
い
や
活
動
に
取
り
組
む
方
々
へ
情
報
提

供
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

②
フ
レ
イ
ル
で
す
。

Ａ
の
解
説

フ
レ
イ
ル
と
は
「
加
齢
に
よ
っ

て
心
身
が
老
い
衰
え
、
社
会
と
の
つ
な
が
り

が
減
少
し
た
状
態
（
虚
弱
）
」
で
す
。
放
置

す
る
と
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
る
可
能
性

が
高
い
で
す
が
、
早
め
に
気
付
く
こ
と
で
予

防
や
改
善
も
で
き
ま
す
。
チ
ェ
ッ
ク
の
方
法

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
手
軽
な
指
標
の

一
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

ク
イ
ズ
の
答
え

６
カ
月
で
２
〜
３
kg
以
上
体
重
が
減
っ
た

握
力
が
男
性
26
kg
・
女
性
18
kg
以
下

こ
こ
２
週
間
わ
け
も
な
く
疲
れ
た
よ
う
な

気
が
す
る

通
常
歩
行
速
度
が
毎
秒
1.0
ｍ
未
満

軽
い
運
動
ま
た
は
定
期
的
な
運
動
を
し
て

い
な
い

３
つ
以
上
あ
て
は
ま
る
と
フ
レ
イ
ル

の
心
配
が
あ
り
ま
す
。

（
参
考
）
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

私
っ
て
フ
レ
イ
ル
？

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
表
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杉谷：病棟で、診断書や入院患者さんの医療文書を作成しています。医師が
使う症例登録などのデータベースの登録や管理も行います。
山田：内科外来で、書類作成や外来の診療サポートとして医師について診療
の準備をします。

どんな仕事？Q

問国保医療課　☎43・9141　℻24・7714

専門学校を卒業後、新潟県厚生農業協同組合連合会柏崎総合
医療センターで病院勤務医を補助する「クラーク」として働
く杉谷陽さん、山田佳奈さんにインタビューしました。

クラークって
どんなお仕事？

File_09

クラークという職業を目指したきっかけは？Q
杉谷：専門学校でクラークの仕事を学んでいく中、医
師を補助するクラークの仕事に魅力を感じたからです。
山田：病院勤務医の負担が大きいということを授業や
ニュースで聞き、少しでも医師の負担を減らすことが
できるのではないかと考えたからです。

より読みやすく、親しみやすい
広報誌を目指し、4 月号からリ
ニューアルします。

やりがいを感じるときは？Q
山田：医師や看護師など、他職
種の方と関わる中で、求められ
たものに応えられたときです。
杉谷：医師からのさまざまな依
頼に応え、ありがとうと声を掛
けてもらったときです。もっと
頑張らなきゃと思います。

▶インタビュー詳細
　｢KASHIWAZAKI
   LIFE  BLOG｣HP

杉谷陽さん
柏崎市出身・在住。
病棟のクラーク。

すぎや ひなた やまだ　   かな
山田佳奈さん
柏崎市出身・在住。
内科外来のクラーク。

スマートフォンの普及により、横文
字を目にする機会が多くなったこと、
電話番号・メールアドレスの読みや
すさを考慮し、これまでの縦書き・
横書き混在、右開きの誌面から横書
きを基本に、左開きに変更します。

リニューアルのポイント 1

横書きを基本に、左開きに変更

若い世代の方にも、これ
まで以上に手に取っても
らえるよう、雑誌のよう
なシンプルなデザインに
変更します。

リニューアルのポイント 2

表紙デザインを一新
リニューアルのポイント 3

地域にスポットを充てた
連載コーナーがスタート
コミュニティ事業が 50 周年を迎える
タイミングに合わせて、各コミュニ
ティセンターの地域資源を 1 年間に
わたり毎月紹介します。

広報かしわざきを
リニューアル

問元気発信課　☎21・2311　℻23・5112

作
成
中
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